
　

町
内
消
火
栓
・
防
火

町
内
消
火
栓
・
防
火

　
　
水
槽
の
除
雪
の
お
礼

　
　
水
槽
の
除
雪
の
お
礼

　

町
内
に
は
消
火
栓
が
52
基
、

防
火
水
槽
が
17
基
あ
り
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
町
民
の
皆
さ
ま
の

ご
厚
意
で
家
や
職
場
近
く
の
消

防
水
利
の
除
雪
等
に
ご
協
力
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

消
火
栓
、
防
火
水
槽
の
周
り

は
緊
急
時
に
消
防
車
両
が
使
用

し
ま
す
の
で
、
車
な
ど
を
停
め

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

Ｉ
Ｐ
電
話
の
取
扱
い

Ｉ
Ｐ
電
話
の
取
扱
い

　
　
　

間
違
い
に
注
意
を

間
違
い
に
注
意
を

　

Ｉ
Ｐ
電
話
が
更
新
さ
れ
、
新

し
い
機
能
と
し
て
消
防
へ
の
緊

急
連
絡
ボ
タ
ン
が
加
わ
り
ま
し

た
。
そ
れ
に
伴
い
、
緊
急
連
絡

ボ
タ
ン
の
誤
操
作
に
よ
る
消
防

へ
の
間
違
い
電
話
が
多
く
か

か
っ
て
き
ま
す
。

『
間
違
っ
て
押
し
て
し
ま
っ
て

も
、
電
話
を
切
ら
ず
に
間
違
え

た
旨
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。』

　

電
話
が
切
れ
て
し
ま
っ
た
場

合
は
、
状
況
を
確
認
す
る
た
め

消
防
か
ら
折
り
返
し
電
話
を
か

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
承
知
く
だ
さ
い
。

北後志消防組合積丹支署北後志消防組合積丹支署
News消防ニュース

　
び
く
に
保
育
所
応
急
救
護
講
習
会

　
び
く
に
保
育
所
応
急
救
護
講
習
会

レポート

地域おこし協力隊地地域域おこしおこし協力隊協力隊
レポートレポートレポートレポートレポート

　２月１日現在、15 名の『地域おこし協力隊』
が委嘱され、町内の団体や事業所で活躍し
ています。　
　各隊員の活動内容や今後の目標などを　
広報しゃこたんで連載しています。

InformationInformation

　

自
然
あ
ふ
れ
る

積
丹
町
で
楽
し
く

過
ご
し
て
い
ま

す
。

　

積
丹
町
の
地
域

に
根
ざ
し
た
新
し

い
取
り
組
み
や
商
品
を
扱
う

　

道
観
光
振
興
機

構
と
の
共
催
で
２

月
２
日
に
「
積
丹

観
光
ま
ち
づ
く
り

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

観
光
地
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
を
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
、
今
後
も

継
続
し
て
学
び
、
話
し
合
う
た
め
に

「
積
丹
観
光
寺
子
屋
」
を
定
期
的
に
開

催
す
る
予
定
で
す
。　 　

海
と
山
を
満
喫

で
き
る
ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
ハ
イ
ク
ツ

ア
ー
を
実
施
し
、

冬
に
し
か
見
れ
な

い
オ
オ
ワ
シ
や
オ

ジ
ロ
ワ
シ
、
ト
ド
な
ど
の
ア
ニ
マ
ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
は
、
積
丹
の
自
然
の
素

晴
ら
し
さ
を
存
分
に
味
わ
え
る
の
で
、

本
当
に
感
動
し
ま
す
。
エ
サ
を
探
す
シ

マ
エ
ナ
ガ
に
も
遭
遇
！
「
ジ
ュ
ル
ル
ル
」

と
独
特
な
鳴
き
声
が
ヒ
ン
ト
で
す
。

　

こ
の
冬
は
、
新

た
に
未
利
用
水
産

品
を
活
用
し
た

「
海
の
恵
み
ス
ー

プ
」
を
数
種
類
開

発
し
ま
し
た
。

　

課
題
は
山
積
み
で
す
が
、
町
の
新
し

い
特
産
品
を
目
指
す
と
と
も
に
、
「
食

文
化
」
の
体
験
へ
と
つ
な
げ
、
ヤ
マ
シ

メ
番
屋
の
活
用
を
多
方
面
か
ら
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
き
ま
す
。

　

年
末
に
は
婦
美

会
館
で
お
餅
を
つ

き
ま
し
た
。
私
も

家
と
動
物
を
守
る

た
め
毎
日
雪
か
き

を
し
、
温
泉
の
鏡

に
映
る
筋
肉
マ
ン
に
は
驚
き
ま
し
た
！

土
日
営
業
の
カ
ム
イ
フ
ァ
ー
ム
へ
毎
週

ド
ー
ナ
ツ
や
パ
ン
を
買
い
に
み
え
る
常

連
さ
ん
に
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
方
に
支
え
て
も
ら
っ
て
い
る

と
実
感
で
き
る
冬
で
し
た
。

【所属先】

井い
の
う
え上

和か

ず

や也

隊
員

新新し
ん
か
い

し
ん
か
い海海　

萌萌も

え

か

も

え

か香香 

隊
員

杉す
ぎ
は
ら原

元げ
ん

隊
員

荒あ

ら

お尾　

さ
お
り

隊
員

小お

や

ま山

彩さ

ゆ

り

由
里

隊
員

【（
株
）
し
ゃ
こ
ま
る
】

【
Ａ
Ｋ

Ｋ
ｏ
ｎ
ｚ
ｅ
ｒ
ｎ(

株)

】

【
㈱
積
丹
ス
ピ
リ
ッ
ト
】

【（
一
社
）
積
丹
観
光
協
会
】

【（
一
社
）
積
丹
や
ん
集
小
道
協
議
会
】

　

１
月
18
日
、
応
急
救
護
講
習
会
を
び
く
に
保
育
所
で

開
催
。
び
く
に
・
み
な
と
両
保
育
所
職
員
が｢

Ａ
Ｅ
Ｄ

の
取
扱
い｣｢

心
肺
蘇
生
法
（
成
人
・
小
児
）｣｢

異
物

等
誤ご

え

ん嚥
時
の
対
応｣

の
３
つ
の
講
習
を
受
け
ま
し
た
。

　

保
育
士
の
皆
さ
ん
か
ら
、
休
憩
時
間
中
も
様
々
な
質

問
が
飛
び
交
う
有
意
義
な
講
習
と
な
り
ま
し
た
。

　

積
丹
支
署
で
は
、
防
災
講
習
や
消
火
器
取
扱
い
訓
練
、

救
命
講
習
な
ど
に
職
員
派
遣
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

【
問
い
合
わ
せ
先
】  

　
　
　
　
　
　
　

　

北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署

　

℡

０
１
３
５
ー
44
ー
２
３
５
２

　
　

サ
イ
ト
「
ス
ピ
リ
ッ
ト
マ
ー

ケ
ッ
ト
」
を
ぜ
ひ
見
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
か
な
い
ジ
ン
ｗ
ｅ
ｎ
ｔ
ｏ
と
っ
て

も
オ
ス
ス
メ
で
す
♪　
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まちまち の 日記帳日記帳

“いいもの”当たって！
プレミアム付商品券スタンプラリー抽選会

プレミアム付商品券スタンプラリー抽選会が、商工

会役員と町商工観光課職員立ち会いのもと、積丹町産業

会館で行われました。

　この抽選会は、町商工会が販売したプレミアム付商品

券に付いているラリー抽選券に取扱加盟店のスタンプ５

個を集めると抽選に参加ができるもので、今回は 352 枚

の応募がありました。

　景品として、26 社の協賛により 254 本が用意され、

商工会役員が当選者の喜びを祈りながら抽選を行いま

した。

 ２
　　 6

心の中の鬼を退治
 保育所・支援センター「節分会」

　各保育所と子育て支援センターで節分会が行われまし

た。

　子どもたちが、豆に見立て小さく丸めた新聞紙で玉合

戦をするなか鬼が登場。大きな鬼の迫力に泣き出す子も

いましたが、先生とのお約束「自分の心の中の鬼を退治

する気持ちで取り組む」を守り、勇気を出して鬼に立ち

向かっていました。

　無事鬼退治を終えた子どもたちは誇らしそうに、ひと

まわりたくましく成長した姿を見せてくれました。　

いっぱい食べて元気な子に！
 「離乳食教室」

妊娠期から１歳未満の子どもがいる家族を対象とした

離乳食教室が総合文化センターで行われ、３組の親子が参

加し、離乳食の進め方や月齢別の食材の大きさ・形の違い

について学びました。デモンストレーションを交えた調理

では、家族みんなで楽しめる簡単離乳食レシピを紹介し、

参加した保護者からは「離乳食スタート時だったので、勉

強になりました。初めての重湯も食べさせてもらいまし

た」「楽しく学べてよかったです」という声が聞かれまし

た。

 １
　　19

※レシピは、広報 2 月号「積丹いろいろ」で篠原管理栄養士が　

　紹介しています。

 ２
　　 1

 ２
　　 2

びくに保育所

みなと保育所

広報しゃこたん令和６年３月号
6



野塚地区ふれあい交流館で、レクリエーションをと

おして世代間の交流や親睦を深める「三世代交流会」が

４年ぶりに行われました。

　野塚地区の子・親・祖父母の三世代が一堂に会し、野

塚小学校と町教育委員会によるゲームや宝
ほうびき

引でにぎやか

に楽しんでいました。

野塚地区成人学級
　「 伝統をつなぐ 」

 ２
　　 10

Diary of shakotan

　健康運動指導士の大菅貴広氏を講師に迎え、55歳以

上の方を対象とした転倒・寝たきり予防のための運動

教室「てんとうむし教室」がＢ＆Ｇ海洋センターで計

６回行われました。

転倒予防に関する講座やウォーキング、筋肉トレー

ニングなどの運動指導と、事前の体調チェックで健康増

進のための取り組みを行いました。

　参加者は全身を使ったストレッチや運動で「転倒しな

い体づくり」に汗を流しました。

転倒しない体づくり
　てんとうむし教室

  2
    ６

  2
   　９

  2
   13

  2
   16

  2
   20

  2
   27

　1 月 25 日に町公式 LINE アカウントの運用が始まるな

ど、スマートフォンを使ったサービスが増えているため、

「スマートフォンを持っていない方」や「持ってはいる

けど操作が不安」といった初心者の方に向けたスマホ教

室が町総合文化センターで開催され、15 名が参加しま

した。

　参加者からは自分で操作しながら電話やメール、写真

の撮り方を楽しく学ぶことができ、「まだ練習は必要だ

けど、今までできなかったことができるようになってう

れしい」といった声が聞かれました。

スマートフォンに触れてみよう！
やさしいスマホ教室

 ２
　　 15
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